
（仮）国際ビジネス 
交流ゾーン 

（仮）多摩広域拠点域   

（仮）多摩 
イノベーション 
交流ゾーン 

（仮）自然環境共生域 （仮）中枢広域拠点域 

（仮）都市環境共生域 

（仮）自然環境共生域 

  

（仮）多摩 
イノベーション 
交流ゾーン 

（仮）都市環境共生域 

  都市づくりのグランドデザイン（仮称）について 
平成28年11月11日 
都 市 整 備 局 

東京2020大会を契機に、東京がさらに持続的に発展していくため、2040

年代を見据えた都市像とその実現方策を示す 

○ 少子高齢・人口減少社
会 
 

○ 国際的な都市間競争の
激化 
 

○ 切迫する自然災害の脅
威 
 

○ 深刻化する環境・エネ
ルギー問題 
 

○ 三環状道路などのイン
フラ整備 
 

○ 技術革新によるパラダ
イムシフト 

               
等 

・将来像の検討にあたって

は、人々の 

 暮らしや働き方に関わる

産業・経済、 

 医療・福祉、芸術・文化

などの分野 

 も考慮する。 

・ 

○公平かつ専門的な第三者の意見を聴くため、27年度に 
 都市計画審議会へ諮問。本年９月に答申を予定。 
 
○答申を踏まえ、行政計画として「都市づくりのグラン 
 ドデザイン(仮称)」を策定し、その考え方を個別の都 
 市計画等に反映。 

答申 
 
（９/
２） 

 

中間ま
とめ 
 
（Ｈ28.
５） 

諮問 
   
（H27.9） 

検討の経
緯等 

2017（Ｈ29）年度 

● ● ● 個別の都市計画等 
に反映 

検討の必
要性 

（東京2020大会） 2016年  2040年代 

（主な視点） 
 □長期的な視点 
 ・都市づくりは、構想から実現まで時間
を要する 
 ・オリンピックレガシーを将来にわたり
活用 
 
 □広域的な視点 
 ・リニアや三環状道路など、道路・鉄道
網が充実 
 ・首都圏全体で交通物流が円滑化 
 
 □分野横断的な視点 
 ・これまでの都市づくりに、福祉・産
業・文化・ 
  スポーツなど新たな視点を付加 

成熟都市の将来像
を描き 

着実に実現するこ
とが重要 

--------------------------------＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞--------------------------＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞
＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞----------------------＞＞＞＞＞＞＞ 

2040年代を見据え、成熟社会にふさわしい、より良い都市づくりを具体化 

        都市像の検討 

●答

申 

（９
／
２） 

 

●中間

まとめ 

（５／
１８） 

●
諮
問 
  
（9/
2） （調査特別委員会） 

第

７

回 
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/

1
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都市計画審議会 

社会的・経済的に一体となった圏域が連携し、世界や日本の活力をリードするとともに、生
産性の向上がもたらすゆとりを楽しみ、ライフスタイルの多様化に対応できる都市を目指す 

・新たな価値を生み続ける場として「選択される」都市 
・質の高い住まい方・働き方・憩い方を「選択できる」都市 

○ 都市の理念 

○目指すべき都市構造 

○地域像（地域別のイメージ：右図） 

・より広域的に交流を促進する都市構造へ発展  
 （三環状の概成、リニアの開通） 
・個性ある多様な拠点を形成 
 （地域のポテンシャルを最大限発揮） 
・身近な生活機能を集約した地域構造へ再編 
 （人口減少の中でも小さな拠点を形成） 
 

・都全体を4つの地域に区分 
・エンジンとなる２つのゾーンを設定 

目指すべき東京の都市像 

・経済活力向上のための拠点づくり 
・人・モノ・情報の自由自在な交流の実現 
・災害リスクと環境問題に立ち向かう都市の構築 
・ライフスタイルに応じて選択できる場の提供 

○ 都市づくりの７つの目標 

主な社会背景 

・本格的な少子高齢・人口減少社会の到来 

 人口  （2010）1,316万人 →（2040）1,242万人 

 高齢化率（2010）   20.4％ →（2040）32.5%  

・国際的な都市間競争の激化  
・切迫する自然災害の脅威   
・深刻化する環境・エネルギー問題   
・パラダイムシフトとなる技術革新の進展 
 （自動運転など） 

・生活を支える拠点への集約化と 
 多様なコミュニティの創出 
・四季折々の美しい緑と水を編み込んだ 
 都市の構築 
・文化・芸術・スポーツによる都市の新たな 
 魅力の創出 

 東京が持続的に発展していくためには、長期的かつ広域的な視点を持つとともに、人々の暮ら
しや働き方に関わる産業、福祉、文化などの分野も考慮し、都市の将来像を描き、その実現に向
けた都市づくりに取り組んでいく必要がある。 

◆東京都都市計画審議会 答申（平成28年9月）の概要 

（仮）多摩広域拠点域 

（仮）中枢広域拠点域 （仮）国際ビジネス 
交流ゾーン 

（2040年代の東京の都市像とその実現に向けた道筋について） 



地域別の将来イメージ 

・ インフラの充実により人・モノの交流が活発化するとともに、研究・ものづくりなど 

  先端的な拠点が相互に連携し、多様なイノベーションが生み出されている。 

・ 駅周辺など身近な拠点には、日常的な生活サービスが集積し、誰もが安心して暮らしている。 

・ 世界に誇る豊かな自然が保全され、独自の魅力を発信するとともに、 

  医療や情報などの最先端技術を活用し、安全な暮らしの場が確保されている。 

取組の方向性

（具体例） 

  ○ 経済活力向上のための拠点づくり 
 

 ・ 国際的なビジネス・交流拠点の持続的な更新
（都心部） 
 ・ 大学・研究機関の集積を生かしたイノベーショ
ンの創出（多摩） 

  ○ 人・モノ・情報の自由自在な交流の実現 
 

 ・ 三環状の整備効果を生かした歩行者中心の道路
づくりとリメイク 
 ・ 鉄道網を生かした地下鉄駅の顔づくりやフィー
ダー交通の充実 
 ・ 南北に加え東西方向の道路交通網の充実（多
摩） 

  ○ 災害リスクと環境問題に立ち向かう都市の構築 
 

 ・ 防災・減災や事前復興の視点を組み込んだ都市
づくり 
 ・ 木造密集地域の不燃化が加速し、東京ならでは
の地域として再生 
 ・ 無電柱化された安全で美しい道路空間の形成 
 ・ 最先端エネルギー技術や面的利用によるCO2フ
リー社会の実現 

  ○ ライフスタイルに応じて選択できる場の提供 
 

 ・ 価値観やライフスタイルに対応した居住、憩い
の場の創出 
 ・ 柔軟な働き方を支える二地域居住やサテライト
オフィス 

  ○ 生活を支える拠点への集約化と多様なコミュニティ
の創出 
 

 ・ 空き家を芸術活動や地域コミュニティ活動へ活
用 
 ・ 都市の魅力を楽しむ質の高い居住へ転換（都心
部） 
 ・ 主要駅周辺等への生活利便機能の集約と誘導
（区部周辺、多摩） 

  ○ 四季折々の美しい緑と水を編み込んだ都市の構築 
 

 ・ 生物多様性、地形に配慮した緑と水のネット
ワーク化 
 ・ 都市農地を観光・防災・コミュニティなど多面
的に活用 
 ・ 自然の魅力を世界に発信（多摩、島しょ） 

  ○ 文化・芸術・スポーツによる都市の新たな魅力の創
出 
 

 ・ 芸術を楽しむ場の創出と仕組みづくり 
 ・ 公民の空間を一体的に活用するエリアマネジメ
ント 
 ・ 2020大会施設と地域資源、舟運などの連携 

出典：ニューヨーク市資料 

車道から歩行者空間への転換 

（ニューヨーク ブロード
ウェイ） 

 

大学・企業の連携によるLED光源を利用した 

水耕栽培の研究（玉川大学、西松建設(株)） 

連続した緑豊かな歩行者空間への転換 

（丸の内仲通り） 

平泉駅 

「PlanT」日野市多摩平の森産業連携センター 
  
PlanT（プラント）は、市民の皆さまや企業、大学、創

業を目指す方など、さまざまな主体が「しごと」をテー
マに課題・アイディアを共有することで、未来に向け
た新たな事業や産業の創出を図る施設です。 

社会課題を解決したい、イノベーションを生み出した
い、そんな想いを持つ人たちが集まり、新しい価値を
生み出す場になることを目指しています。 
 

出典：東京

都資料 

自然を生かしたスポー
ツ（新島） 

団地型シェアハウス 
（リエント多摩平) 

骨格幹線道路（完成及び概成、事業中） 骨格幹線道路（優先） 

府
中
清
瀬
線

 

 

イノベーションを生み出したい人が 

集まり、新しい価値を生み出す場 
（日野市多摩平の森産業連携センター） 

V 
骨格幹線道路（完成及び概成、事業中） 

骨格幹線道路（４次優先） 

都営住宅（敷地面積10ha以上の団地） 

骨格幹線道路（未整備） 

新五日市街道 

府
中
清
瀬
線

 

南多摩尾根幹線 

圏央道 

新五日市街道 

外環 

神奈川県駅 
（橋本周辺） 

道路交通網の充実 

V 
骨格幹線道路（完成及び概成、事業中） 

骨格幹線道路（４次優先） 

都営住宅（敷地面積１０ha以上の団地） 

骨格幹線道路（未整備） 

連続立体交差事業（完成、施行中、準備中） 

生産用機械器具製造業 
半導体製造装置の先導的企業 

生産用機械器具製造業 
半導体検査装置の先導的企業 

輸送用機械器具製造業 
航空機内装品製造で世界大手 

生産用機械器具製造業 
工業用ミシンを世界に輸出 

電気機械器具製造業(非上場) 
航空宇宙機器の製造 

プラスチック製品製造業 
ゴルフ用手袋など合成皮革で好評価 ② 

⑧ 

③ 

① 
⑨ 

⑦ 

⑤ 

⑥ 

⑪ 

④ 

⑩ 

V 
工学系学部を設置している大学 

研究機関 

特色ある企業 

多摩地域における大学・企業の集積 

身近な生活を支える拠点を 
道路・交通網で結び、交流を促進 

圏央道 

新五日市 街道 

外環 

神奈川県駅 
（橋本周辺） 

府
中
清
瀬
線

 

V 
骨格幹線道路（完成及び概成、事業中） 

骨格幹線道路（４次優先） 

骨格幹線道路（未整備） 

連続立体交差事業（完成、施行中、準備中） 

車道を減らし歩道を拡幅整備（京都市 四条通） 

都住創出用地を活用した 
保育園や高齢者福祉施設等の整備 

（八王子市） 

都住創出用地を活用した 
保育園の整備 
（八王子市） 

主な取組の方向性 

連立事業に合わせ駅周辺を再開発 
店舗、医療施設、ホール等の整備 
（ＪＲ中央線武蔵小金井駅南口） 

自動運転バス 
試験運行 
（スイス） 

（多摩・島しょ地域の抜粋） 

（多摩・島しょ地域の抜粋） 

  ○ 人・モノ・情報の自由自在な交流の実現 

 ・ 道路ネットワークの活用と強化により拠点間の連携を促進 

 ・ 三環状道路等の整備効果を生かし道路空間を再編 

 ・ 公共交通を軸としたフィーダー交通を地域の特性に応じて導入 

 ・ 自動運転技術などを活用し、安全で快適な交通を確保 

 

 

 
 
 
 
 
 

   

  ○ 経済活力向上のための拠点づくり 

   ・ 企業、大学等の集積を活用し、「新たな価値を生み出す拠点」 

   を形成 

 ・ リニア中央新幹線や圏央道等の交通ネットワークにより、 

   拠点間の交流を促進・強化 

   ○ 生活を支える拠点への集約化と多様なコミュニティの創出 

   ・ 主要駅周辺等へ様々な都市機能や子育て、高齢者支援など 

   生活利便機能の集約を進め、地域の核を形成  

  ・ 都営住宅等の公的不動産の建替えによる 

   創出用地をコミュニティ形成等の場として活用 



「農の風景育成地区」の指定により農地の保全を推進 
（世田谷区） 

取組の方向性

（具体例） 

  ○ 経済活力向上のための拠点づくり 
 

 ・ 国際的なビジネス・交流拠点の持続的な更新
（都心部） 
 ・ 大学・研究機関の集積を生かしたイノベーショ
ンの創出（多摩） 

  ○ 人・モノ・情報の自由自在な交流の実現 
 

 ・ 三環状の整備効果を生かした歩行者中心の道路
づくりとリメイク 
 ・ 鉄道網を生かした地下鉄駅の顔づくりやフィー
ダー交通の充実 
 ・ 南北に加え東西方向の道路交通網の充実（多
摩） 

  ○ 災害リスクと環境問題に立ち向かう都市の構築 
 

 ・ 防災・減災や事前復興の視点を組み込んだ都市
づくり 
 ・ 木造密集地域の不燃化が加速し、東京ならでは
の地域として再生 
 ・ 無電柱化された安全で美しい道路空間の形成 
 ・ 最先端エネルギー技術や面的利用によるCO2フ
リー社会の実現 

  ○ ライフスタイルに応じて選択できる場の提供 
 

 ・ 価値観やライフスタイルに対応した居住、憩い
の場の創出 
 ・ 柔軟な働き方を支える二地域居住やサテライト
オフィス 

  ○ 生活を支える拠点への集約化と多様なコミュニティ
の創出 
 

 ・ 空き家を芸術活動や地域コミュニティ活動へ活
用 
 ・ 都市の魅力を楽しむ質の高い居住へ転換（都心
部） 
 ・ 主要駅周辺等への生活利便機能の集約と誘導
（区部周辺、多摩） 

  ○ 四季折々の美しい緑と水を編み込んだ都市の構築 
 

 ・ 生物多様性、地形に配慮した緑と水のネット
ワーク化 
 ・ 都市農地を観光・防災・コミュニティなど多面
的に活用 
 ・ 自然の魅力を世界に発信（多摩、島しょ） 

  ○ 文化・芸術・スポーツによる都市の新たな魅力の創
出 
 

 ・ 芸術を楽しむ場の創出と仕組みづくり 
 ・ 公民の空間を一体的に活用するエリアマネジメ
ント 
 ・ 2020大会施設と地域資源、舟運などの連携 

出典：ニューヨーク市資料 

車道から歩行者空間への転換 

（ニューヨーク ブロード
ウェイ） 

 

大学・企業の連携によるLED光源を利用した 

水耕栽培の研究（玉川大学、西松建設(株)） 

連続した緑豊かな歩行者空間への転換 

（丸の内仲通り） 

平泉駅 

「PlanT」日野市多摩平の森産業連携センター 
  
PlanT（プラント）は、市民の皆さまや企業、大学、創

業を目指す方など、さまざまな主体が「しごと」をテー
マに課題・アイディアを共有することで、未来に向け
た新たな事業や産業の創出を図る施設です。 

社会課題を解決したい、イノベーションを生み出した
い、そんな想いを持つ人たちが集まり、新しい価値を
生み出す場になることを目指しています。 
 

出典：東京

都資料 

自然を生かしたスポー
ツ（新島） 

団地型シェアハウス 
（リエント多摩平) 

今後、答申を踏まえ、 

平成29年度に「都市づくりのグランドデザイン（仮称）」を策定予定 

 ・パブリックコメントを実施するとともに、区市町村とも広く意見交換 

 ・2020年に向けた実行プラン（仮称）や多摩・島しょ地域の振興策検討とも連携 

骨格幹線道路（完成及び概成、事業中） 骨格幹線道路（優先） 

府
中
清
瀬
線

 

 

イノベーションを生み出したい人が 

集まり、新しい価値を生み出す場 
（日野市多摩平の森産業連携センター） 

都住創出用地を活用した 
保育園の整備 
（八王子市） 

V 
骨格幹線道路（完成及び概成、事業中） 

骨格幹線道路（４次優先） 

都営住宅（敷地面積10ha以上の団地） 

骨格幹線道路（未整備） 

新五日市街道 

宇宙環境模擬下での 
イオンエンジン作動実験 
（八王子市 首都大学東京） 

身近な生活を支える拠点を道路・交通網で結び、交流を促進 

連立事業に合わせ駅周辺を再開発 
店舗、医療施設、ホール等の整備 
（ＪＲ中央線武蔵小金井駅南口） 

生活に必要な電力を100％ 
自然エネルギーで供給 
（デンマーク サムソ島） 

（写真 Samso Energy Academy） 

水道水源林などの環境を保全 
（多摩川上流域） 

多くの人でにぎわう地元野菜の直売所 
（八王子市 道の駅八王子滝山） 

波や潮流の力を利用する 
海洋発電設備の開発（イギリス） 

島特有の風景や特産物 
（八丈島 玉石垣） 

面的なエネルギーネットワーク構築のイメージ 
（港区 田町駅東口地区） 

多摩地域の木造密集地域の状況 
（防災都市づくり推進計画 H28.3） 

○ 災害リスクと環境問題に立ち向かう都市の構築 
 

 ・ 木造住宅密集地域の耐震化・不燃化にあわせ、既存建物の老朽化を想定した 

   計画的・長期的な防災・減災対策の推進 

 ・ 再生可能、未利用エネルギーの利用促進や、エネルギーのネットワーク化による 

   地区・街区での高効率化などによって、「CO2フリー社会」に向けた都市づくりを推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 四季折々の美しい緑と水を編み込んだ都市の構築 
 

 ・ 都市農地を最大限保全し、都市の貴重な資源 

       として多面的に活用 

   ・ 豊かな自然や魅力ある景観、特産物を 

   東京ブランドとして世界に発信 

 ・ 島しょの自然環境の保全を図りつつ、 

   アクセス手段、情報通信手段の充実 


